
 

 

 

 

 
 

 

 

 

  



獣害対策 ～身近なことからコツコツと～ 

有害鳥獣の防御柵としてワイヤーメッシュ柵を設置する方が増えています。

設置して終わりではなく、電気柵と同様に日々の点検や管理を欠かさず行うこ

とで、被害発生を抑え、防御効果を持続させましょう。 

 

○あきらめないで。粘り強く、何度でも対策をしましょう。 

◆設置後も見回り点検

を行い、不良個所は修

繕し、獣の侵入を防ぎ

ましょう。 

 

 

○獣の隠れそうな場所をなくしましょう。 

管理されていない竹林・籔や空き家

は、獣たちの隠れ場所となります。獣

たちに安全な居場所を与えないよう

にしましょう。 

◆竹林や籔は、適宜刈り払い、見通し

をよくして、隠れ場所をなくし、空き

家の床下・天井を定期的に点検し、獣

が侵入していないかを確認しましょう。 

 

 

○畑に残った野菜や放任果樹は、食べさせないようにしましょう。 

畑に作物の取り残しがあると、鳥獣の食 

料になります。餌場にならないように管 

理しましょう。 

 

◆獣のエサにならないように、農作物は必 

ず収穫しましょう。果樹は伐採や枝の剪定 

を行い、実がつかないようにしましょう。 

 

 

 

取り残しがある圃場 

獣害対策は、農家だけの問題ではありません。地域全体の重大な課題です。 

電気柵のゆるみと獣道 メッシュの変形 


